
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給湯用熱交換器と、

　 浴水
加熱用熱交換器と、
　前記給湯用熱交換器と前記浴水加熱用熱交換器とを同時に加熱する加熱装置と、

前記循環ポンプの吸入側と前記浴水加熱用熱交換器の を接続する配
管の途中 され 逆止弁、開閉弁、 混合弁を介し 前記給湯用熱
交換器と接続され 、
　 分岐して 一方は前記給湯用熱交換器へ 、他方は前記混合弁に接続

、

　前記混合弁 は 前記給水管 前記給湯用熱交換器出
口側 が接続され に前記開閉弁 接続

給湯器付風呂釜に
、

　 前記注湯管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記循環
ポンプを駆動させ

ることを特徴とする給湯器付風呂釜の注
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　吐出側が浴槽に配管接続された循環ポンプと、
上流端が浴槽に配管接続され、下流端が前記循環ポンプの吸入側に配管接続された

　下流端が、 下流端と
に直接接続 、 及び て、上流端が

た注湯管と
下流側が 、 接続され さ

れた給水管と
　制御部と、を備え、

に 、一方の入口側に が、他方の入口側に
に連通する前記給湯管 、出口側 に連通する前記給湯管が

されている おいて、前記浴槽への注水または注湯を行う注水または注湯
方法であって

前記制御部により、
、前記注湯管を流れる水量と前記循環ポンプの吐出側を流れる水量とが

等しくなるように前記循環ポンプの運転を制御す



水または注湯方法。
【請求項２】

　 前記
注湯管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記注湯管に流れる一定の流量と等
しくなるように、前記循環ポンプに一定時間の通電と一定時間の通電停止を繰り返す制御
で 駆動させること
を特徴とする 給湯器付風呂釜の注水または注湯方法。
【請求項３】

　前記循環回路の 循環ポンプ と、

　 で検知され 水量が等しくなるように
前記循環ポンプの回転数を制御すること

を特徴とする請求項１に記載の給湯器付風呂釜の注水または注湯方法。
【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】
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　前記給湯器付風呂釜は、
　前記循環回路の前記循環ポンプを流れる水量を検知する第１の水量検知センサと、
　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、

前記第１及び第２の水量検知センサが検知する水量に基づき、前記制御部により、

前記循環ポンプを
請求項１記載の

　前記給湯器付風呂釜は、
前記 を流れる水量を検知する第１の水量検知センサ

　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、
前記第１及び第２の水量検知センサ る 、前記制御部

により

　給湯用熱交換器と、
　吐出側が浴槽に配管接続された循環ポンプと、
　上流端が浴槽に配管接続され、下流端が前記循環ポンプの吸入側に配管接続された浴水
加熱用熱交換器と、
　前記給湯用熱交換器と前記浴水加熱用熱交換器とを同時に加熱する加熱装置と、
　下流端が、前記循環ポンプの吸入側と前記浴水加熱用熱交換器の下流端とを接続する配
管の途中に直接接続され、逆止弁、開閉弁、及び混合弁を介して、上流端が前記給湯用熱
交換器と接続された注湯管と、
　下流側が分岐して、一方は前記給湯用熱交換器へ接続され、他方は前記混合弁に接続さ
れた給水管と、
　制御部と、を備え、
　前記混合弁には、一方の入口側に前記給水管が、他方の入口側に前記給湯用熱交換器出
口側に連通する前記給湯管が接続され、出口側に前記開閉弁に連通する前記給湯管が接続
されている給湯器付風呂釜であって、
　前記制御部は、前記注湯管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記循環ポン
プを駆動させ、前記注湯管を流れる水量と前記循環ポンプの吐出側を流れる水量とが等し
くなるように前記循環ポンプの運転を制御するものであることを特徴とする給湯器付風呂
釜。

　前記循環回路の前記循環ポンプを流れる水量を検知する第１の水量検知センサと、
　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、
　前記制御部は、前記第１及び第２の水量検知センサが検知する水量に基づき、前記注湯
管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記注湯管に流れる一定の流量と等しく
なるように、前記循環ポンプに一定時間の通電と一定時間の通電停止を繰り返す制御で前
記循環ポンプを駆動させること
を特徴とする請求項４記載の給湯器付風呂釜。

　前記循環回路の前記循環ポンプを流れる水量を検知する第１の水量検知センサと、
　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、
　前記制御部は、前記前記第１及び第２の水量検知センサで検知される水量が等しくなる
ように、前記循環ポンプの回転数を制御すること
を特徴とする請求項４に記載の給湯器付風呂釜。



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、給湯用熱交換器と浴水加熱用熱交換器を一つの熱源で加熱する給湯器付風呂釜
の注水または注湯方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来からの給湯器付風呂釜の構成を図５により説明する。
図５の構成図中、１０１は給湯器付風呂釜、２は給湯用熱交換器、３は給湯用熱交換器２
に内蔵された浴水加熱用熱交換器、４は前記給湯用熱交換器２と浴水加熱用熱交換器３を
同時に加熱する加熱装置である。前記給湯用熱交換器２は図に示すように貯湯式で前記浴
水加熱用熱交換器３を内蔵している場合であるが、これ以外にも前記給湯用熱交換器２が
瞬間式で前記浴水加熱用熱交換器３と一体にある場合も同様である。５は前記浴水加熱用
熱交換器３の一端を吸入側に接続した循環ポンプ、６は浴槽で前記循環ポンプ５の吐出側
では往き管７と、浴水加熱用熱交換器３の吸入側では戻り管８と接続している。９は前記
循環ポンプ５の吸入側と前記浴水加熱用熱交換器３の一端を接続する配管の途中に接続さ
れた注湯管で、該注湯管９は水量検知センサー１０、逆止弁１１、開閉弁１２を介し給湯
用熱交換器２と接続している。１３は給湯用熱交換器２への給水管で、途中で分岐して一
方を給湯用熱交換器２へ他方を混合弁１４に接続し、該混合弁１４は出口側で前記開閉弁
１２と接続している。前記給水管１３の途中には前記給湯用熱交換器２の種類によって水
圧または水量を一定にする手段を有しており、水圧を一定にする手段においても水圧を一
般に１００ｋＰａ以下とするので水量は一定となる。１５は給湯器付風呂釜１０１に内蔵
する制御部、１６は前記制御部１５と通信線等で結ばれ給湯付風呂釜１０１のケーシング
または建物の壁面等に取り付けられた操作部、１７は操作部１６上にある注湯スイッチ、
１８は操作部１６にある注水スイッチ、１９は操作部１６にある湯または水の温度設定ス
イッチである。２０は前記給湯用熱交換器２に設けられた給湯温度センサー、２１は前記
注湯管９に設けられた注湯温度センサーである。
【０００３】
次に注水または注湯方法について図６のフローチャートにより説明する。操作部１６の注
湯スイッチ１７または注水スイッチ１８をいれると（ステップ５１）開閉弁１２が開とな
り（ステップ５２）、水量検知センサー１０が注水または注湯量のカウントを開始し（ス
テップ５３～５４）、湯または水が浴槽６に注入される。注水または注湯量が設定量に達
したら（ステップ５４）開閉弁１２を閉じ、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水ス
イッチ１８がきれる（ステップ５５～５６）。また、湯または水の注入温度は給湯用熱交
換器３で加熱された湯と給水管１３よりの水が混合弁１４によって混合される割合及び、
その時操作される温度設定スイッチ１９の温度設定と前記注湯スイッチ１７及び前記注水
スイッチ１８のスイッチ、注湯温度センサー２１等により制御部１５により制御される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の給湯器付風呂釜は以下の課題を有していた。
ａ．開閉弁が開となり、湯または水が浴槽に注入される場合に、注湯管は浴水加熱用熱交
換器と循環ポンプを接続する配管の途中に接続されているため、注湯管より注入される湯
または水の一部または全部が前記浴水加熱用熱交換器を逆流し、前記浴水加熱用熱交換器
は給湯用熱交換器に内蔵されている構成であるため給湯用熱交換器側の熱の影響をうけ、
温度設定スイッチで設定された温度より温度が高くなり使用性能に欠ける。
【０００５】
ｂ．ぬるめ機能として使用する場合や、温度設定スイッチで浴槽内の浴水温度より低い温
度に設定している場合や、注水スイッチを入れた場合は、できるだけ少量の水で浴槽内の
浴水温度を下げた方が浴水の量があまり増えずに温度が下がり経済的なので、混合弁は給
水管側の水を全開とし給湯熱交換器側の湯を全閉とする。しかしながら、注入された水の
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一部または全部が浴水加熱用熱交換器を逆流し、前記浴水加熱用熱交換器は給湯用熱交換
器に内蔵された構成であるため給湯用熱交換器側の熱の影響を受け、給水管の水温より温
度が高くなる。このため温度設定または希望の温度にするためには多量の水の注入が必要
となり、場合によっては入浴するために使用者が浴槽内の湯水を排水する必要がある等の
無駄が生じ、経済性に欠ける。
【０００６】
本発明は上記従来の課題を解決するもので、温度設定通りの注水、注湯ができる使用性に
優れるとともに、経済性にも優れた給湯器付風呂釜の注水または注湯方法を提供すること
を目的とする。
【０００７】
　本発明の請求項１に記載の給湯器付風呂釜の注水または注湯方法は、

　これにより、注水または注湯時に前記注湯管より注入される湯または水のほぼ全量が前
記浴水加熱用熱交換器を通過することなく、前記循環ポンプに吸い込まれて直接浴槽に入
るため熱の影響を受けず、温度設定スイッチで設定された温度の湯または水を注入する性
能及び前記給水管の水温に等しい水を注入する性能を有する。
【０００８】
　本発明の請求項２に記載の給湯器付風呂釜の注水または注湯方法は、

　これにより、注水または注湯時に前記注湯管より注入される湯または水の全量が前記浴
水加熱用熱交換器を逆流することなく、前記循環ポンプに吸い込まれて直接浴槽に入るた
め熱の影響を受けず、温度設定スイッチで設定された温度の湯または水を注入する性能及
び前記給水管の水温に等しい水を注入する性能を有する。
【０００９】
　本発明の請求項３に記載の給湯器付風呂釜の注水または注湯方法は、
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給湯用熱交換器と、
　吐出側が浴槽に配管接続された循環ポンプと、
　上流端が浴槽に配管接続され、下流端が前記循環ポンプの吸入側に配管接続された浴水
加熱用熱交換器と、
　前記給湯用熱交換器と前記浴水加熱用熱交換器とを同時に加熱する加熱装置と、
　下流端が、前記循環ポンプの吸入側と前記浴水加熱用熱交換器の下流端とを接続する配
管の途中に直接接続され、逆止弁、開閉弁、及び混合弁を介して、上流端が前記給湯用熱
交換器と接続された注湯管と、
　下流側が分岐して、一方は前記給湯用熱交換器へ接続され、他方は前記混合弁に接続さ
れた給水管と、
　制御部と、を備え、
　前記混合弁には、一方の入口側に前記給水管が、他方の入口側に前記給湯用熱交換器出
口側に連通する前記給湯管が接続され、出口側に前記開閉弁に連通する前記給湯管が接続
されている給湯器付風呂釜において、前記浴槽への注水または注湯を行う注水または注湯
方法であって、
　前記制御部により、前記注湯管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記循環
ポンプを駆動させ、前記注湯管を流れる水量と前記循環ポンプの吐出側を流れる水量とが
等しくなるように前記循環ポンプの運転を制御することを特徴とする。

請求項１記載の給
湯器付風呂釜の注水または注湯方法において、
前記給湯器付風呂釜は、
　前記循環回路の前記循環ポンプを流れる水量を検知する第１の水量検知センサと、
　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、
　前記第１及び第２の水量検知センサが検知する水量に基づき、前記制御部により、前記
注湯管の途中にある前記開閉弁を開弁すると同時に、前記注湯管に流れる一定の流量と等
しくなるように、前記循環ポンプに一定時間の通電と一定時間の通電停止を繰り返す制御
で前記循環ポンプを駆動させること
を特徴とする。

請求項１記載の給



　これにより、注水または注湯時に注湯管より注入される湯または水の量に等しくなるよ
うに循環ポンプの循環量が制御されているため注湯管より注入される湯または水の全量が
前記浴水加熱用熱交換器を通過することなく、循環ポンプに吸い込まれて直接浴槽に入る
ため熱の影響を受けず、温度設定スイッチで設定された温度の湯または水を注入する性能
及び給水管の水温に等しい水を注入する性能を有する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明における給湯器付風呂釜の注水または注湯方法における実施の形態について、以下
図面を用いて説明する。
図１は実施の形態における給湯器付風呂釜の構成図、図２、図３、図４は実施の形態にお
ける給湯器付風呂釜の注水または注湯方法のフローチャートである。
【００１１】
図１の構成図中、図５と同じものは同じ番号をつけて説明を省略する。１は実施の形態に
おける給湯器付風呂釜、１２は電磁弁や電動弁等の開閉弁、１７は操作部１６上にある注
湯スイッチ、１８は操作部１６上にある注水スイッチで、前記注湯スイッチ１７及び前記
注水スイッチ１８は本例のように別々に設けられている場合もあるが、一つのスイッチで
両方を兼ねる場合もある。また、前記注湯スイッチ１７及び前記注水スイッチ１８はその
呼び名も湯または水を前記浴槽６に注入する以外の機能によって自動スイッチ、足し湯ス
イッチ、熱めスイッチ、ぬるめスイッチ等があるが、注入する以外の機能については今回
の説明には無関係のため単に湯または水を注入するスイッチとして前記注湯スイッチ１７
及び前記注水スイッチ１８とする。２２は循環ポンプ５の吐出側に設けられた循環水量検
知センサーである。循環水量センサー２２は循環ポンプ５の吸入側に取り付けてもよい。
【００１２】
以上のように構成された給湯付風呂釜において、以下その注水または注湯方法について図
２、図３、図４のフローチャートで説明する。
図２のフローチャート（請求項１）において、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水
スイッチ１８をいれると（ステップ１）開閉弁１２が開き（ステップ２）、水量検知セン
サー１０が注水または注湯量のカウントを開始する（ステップ３～４）。注水または注湯
量のカウントアップをしてなければ（設定量までの注水または注湯が終了してなければ）
、同時に循環ポンプ５が駆動して（ステップ５）、湯または水が浴槽６に注入され、注水
または注湯量が設定量に達したら（ステップ４）開閉弁１２を閉じ、循環ポンプ５を停止
し、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水スイッチ１８がきれる（ステップ６～７）
。この時湯または水の注入温度は給湯用熱交換器３で加熱された湯と給水管１３よりの水
が混合弁１４によって混合される割合及び、その時操作される温度設定スイッチ１９の温
度設定と前記注湯スイッチ１７及び前記注水スイッチ１８のスイッチ、注湯温度センサー
２１等により制御部１５により制御される。
【００１３】
図３のフローチャート（請求項２）において、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水
スイッチ１８をいれると（ステップ１１）開閉弁１２が開き（ステップ１２）、水量検知
センサー１０が注水または注湯量のカウントを開始する（ステップ１３～１４）。注水ま
たは注湯量のカウントアップをしてなければ（設定量までの注水または注湯が終了してな
ければ）、同時に循環ポンプ５が駆動して（ステップ１５）、湯または水が浴槽６に注入
される。この時、循環ポンプ５は一定時間の通電と一定時間の通電停止を繰り返す駆動を
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湯器付風呂釜の注水または注湯方法において、
　前記給湯器付風呂釜は、
　前記循環回路の前記循環ポンプを流れる水量を検知する第１の水量検知センサと
　前記注湯管を流れる水量を検知する第２の水量検知センサと、を備えており、
　前記第１及び第２の水量検知センサで検知される水量が等しくなるように、前記制御部
により前記循環ポンプの回転数を制御すること
を特徴とする。



し（ステップ１５～１９）、注湯管へ流れる一定の流量と等しくなるように制御されてい
る。注水または注湯量が設定量に達したら（ステップ１４）開閉弁１２を閉じ、循環ポン
プ５を停止し、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水スイッチ１８がきれる（ステッ
プ２０～２１）。また、湯または水の注入温度は給湯用熱交換器３で加熱された湯と給水
管１３よりの水が混合弁１４によって混合される割合及び、その時操作される温度設定ス
イッチ１９の温度設定と前記注湯スイッチ１７及び前記注水スイッチ１８のスイッチ、注
湯温度センサー２１等により制御部１５により制御される。
【００１４】
図４のフローチャート（請求項３）において、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水
スイッチ１８をいれると（ステップ３１）開閉弁１２が開き、循環ポンプ５が駆動して（
ステップ３２）、水量検知センサー１０が注水または注湯量のカウントを開始し（ステッ
プ３３）、湯または水が浴槽６に注入される。この時、循環ポンプ５の回転数は水量検知
センサー１０と循環水量検知センサー２２の水量が等しくなるように制御されている（ス
テップ３５～３８）。注水または注湯量が設定量に達したら（ステップ３４）開閉弁１２
を閉じ、循環ポンプ５を停止し、操作部１６の注湯スイッチ１７または注水スイッチ１８
がきれる（ステップ３９～４０）。また、湯または水の注入温度は給湯用熱交換器３で加
熱された湯と給水管１３よりの水が混合弁１４によって混合される割合及び、その時操作
される温度設定スイッチ１９の温度設定と前記注湯スイッチ１７及び前記注水スイッチ１
８のスイッチ、注湯温度センサー２１等により制御部１５により制御される。
【００１５】
以上のように実施の形態において給湯器付風呂釜の注水または注湯方法が制御されている
ため、以下の作用を有する。
ａ．注水または注湯時に注湯管より注入される湯または水が前記浴水加熱用熱交換器を逆
流することなく、循環ポンプに吸い込まれて直接浴槽に入るため熱の影響を受けず、温度
設定スイッチで設定された温度の湯または水を注入する性能を有し使用性能が向上できる
。
ｂ．注水または注湯時に注湯管より注入される湯または水が前記浴水加熱用熱交換器を逆
流することなく、循環ポンプに吸い込まれて直接浴槽に入るため熱の影響を受けず、浴槽
の浴水温度を下げる場合は給水管の水温に等しい水を少ない水量で注入する性能を有し経
済性が向上できる。
【００１６】
【発明の効果】
本発明の方法により、開閉弁を開くと同時に循環ポンプを駆動することで、浴水加熱用熱
交換器に注水または注湯時に注湯管より注入される湯または水が逆流することなく、注入
される湯または水の温度が温度設定に近い給湯器付風呂釜の注水または注湯方法ができる
ものである。
【００１７】
又本発明は、浴槽の浴水温度を下げる場合は給水管の水温に等しい水を少ない水量で注入
することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の給湯器付風呂釜の構成図である。
【図２】本発明の注水または注湯方法における第１の実施例のフローチャートである。
【図３】本発明の注水または注湯方法における第２の実施例のフローチャートである。
【図４】本発明の注水または注湯方法における第３の実施例のフローチャートである。
【図５】従来例の給湯器付風呂釜の構成図である。
【図６】従来例の注水または注湯方法におけるフローチャートである。
【符号の説明】
１　給湯器付風呂釜
２　給湯用熱交換器
３　浴水加熱用熱交換器

10

20

30

40

50

(6) JP 4002019 B2 2007.10.31



４　加熱装置
５　循環ポンプ
６　浴槽
７　往き管
８　戻り管
９　注湯管
１０　水量検知センサー
１１　逆止弁
１２　開閉弁
１３　給水管
１４　混合弁
１５　制御部
１６　操作部
１７　注湯スイッチ
１８　注水スイッチ
１９　温度設定スイッチ
２０　給湯温度センサー
２１　注湯温度センサー
２２　循環水量検知センサー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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